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はじめまして 
信濃中の特別支援教育コーデ

ィネーターの田近
た ぢ か

と申します。「特別

支援教育コーディネーター」とは、

学校とご家庭をつなぐ「身近なサポ

ーター」です。先生方や専門機関と

協力して、お子さんが「自分らしく、

楽しく」学校生活を送れるように環

境を整える役割を担っています。学

習や生活で心配なことがあるとき

の、校内の相談窓口です。 

不定期発信のこの「シナノビ」で

は、みなさまの学校生活や個別の

支援に役立つ情報を発信していこ

うと思います。 

趣味は、クルマと魚（採集・飼

育）です。1年間よろしくお願いし

ます。 

 

「シナノビ」とは？ 
信濃中の生徒のみなさんが元

気にのびのびと過ごせるように、とい

う思いを込めて、この名前にしまし

た。 

  
個別の教育支援計画 

サポートファイルさっぽろ 

について 
 

「サポートファイルさっぽろ（以

下、サポさぽ）」は、「お子さんの

成長とサポートの引継ぎ資料」で

す。 

 原則保護者が保管し、必要な

ときに必要な相手へ見せること

で、「毎回同じ説明をする負担」

をなくすための便利ツールです。 

 サポさぽの一部「サポートシー

ト」を学校と保護者で協力して作

成し、「個別の教育支援計画」と

して扱います。 

 なお、「個別の教育支援計

画」作成の対象は以下の通り

になっています。 

⓵必ず作成する 

・特別支援学級に在籍する

生徒 

・通級による指導を受ける生

徒 

②作成することを原則とする 

・療育、医療機関（児童精

神科等）とかかわりがある生

徒 

・保護者から配慮の依頼があ

った生徒 

・特別な教育的支援が必要

と判断された生徒 

    

   中学校以前に「サポさぽ」を作

成していた方、または上記の

②に該当する方で「サポさぽ」

を作成していない方は、学校

までお知らせください。今後サ

ポさぽ作成のご案内をいたしま

す。 

「うちの子が作成対象なのか

わからない」という場合は、ご

相談できます。 

お気軽にご連絡ください。 
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 Q.なんのために作るの？ 

□ 説明がラクになる 

初対面の先生や相談先、ファイ

ルを見せるだけで「わが子の特徴

や配慮してほしいこと」が正確に

伝わります。 

□ 支援がスムーズに 

幼稚園・学校・放課後デイなど、

場所が変わっても、情報の抜け

漏れなくスムーズに支援を引き継

げます。 

□ 関係者で共有 

親、先生、専門家が同じ情報を

持ち、お子さんに合ったサポートを

一貫して提供できます。 

 Q.作成することで、学校生活や

進学の際に不利益はある？ 

個別の教育支援計画を作成す

ることで、学校生活（たとえば成

績）や進学の際に不利益にな

ることはありません。 

むしろ、適切な支援や配慮が引

き継がれるため、場所が変わって

もお子さんが過ごしやすくなるメリ

ットが大きいです。 

 

それ以外に、何か疑問がありまし

たら、本校特別支援教育コーデ

ィネーター（田近）までお問い

合わせください。 

 

個別の教育支援

計画について 

～ちょっと深掘り～ 

 

 

「特別支援教育コーディ

ネーター」って何する人？ 
 

一言で言うと、「学校と家庭、そして専

門機関をつなぐ『橋渡し役』」です。お

子さんの成長や学習において、「ちょっ

と心配だな」「どう接すればもっと過ごし

やすくなるかな？」といった悩みを感じた

ときに、お役に立てる存在です。 

 

□相談の窓口 

学校での様子や、学習面・生活面で

の困りごとについて相談できる「身近な

サポーター」です。 

 

□「チーム」を作って、サポートを考え

ます 

担任の先生だけではなく、学年主任の

先生、保健室の先生、あるいは地域

の専門家などと協力して、お子さんにと

ってより良い環境づくりを一緒に考えま

す。 

 □スムーズな連携のお手伝いを

します 

病院や相談機関、福祉サービス

など、学校以外の場所ともスムー

ズにつながれるよう、間に入って調

整をします。 

 

□「次」へのバトンをつなぎます 

入学や進級、卒業など、環境が

変わるタイミングで「今の配慮を新

しい先生にも引き継いでほしい」と

いったときにも、情報の橋渡しをし

ます。 

 

信濃中学校では、「まなびの教

室」担当の田近が特別支援教

育コーディネーターを務めていま

す。同じくまなびの教室担当の高

橋・明杖
みよつえ

もこの業務の補助に当

たります。 

気になることがあったら、まずは担

任の先生を通じて、ご連絡くださ

いね。 

 

 

  

☆信濃中の 

ちょっといいところ☆ 
この春、信濃中では校内の案

内表示を一新しました。どこに

何があるか分かりやすくなるよう

に、校舎のポイントごとに案内

表示を掲示しました。 

日本と合わせて、英語も表記

しています。英語に親しみのあ

る人向けの配慮です。（もちろ

ん、英語の勉強にもなりま

す！） 

学校に訪れた際は、ちょっと見

てみてくださいね。 


